
インドアテニススクール入会キャンペーン中!!
ゴールデンエイジとは？

U R L：h t t p : / / g - a r e n a . c o m E - m a i l : t e n n i s @ g - a r e n a . c o m
〒8 1 1 - 4 1 5 3   福 岡 県 宗 像 市 吉 留 4 6 － 1
テニスコート直 通 T E L . 0 9 4 0 - 3 3 - 9 6 8 0

平 成 2 6 年 1 1月1 6日迄に入 会申込をして頂くと、入 会 金  2 , 1 6 0 円 が 無 料に！
さらに、テニス用 品 購 入 費 用の補 助として10,000円分 の商 品 券を進 呈 ! !

       但し、ジュニア・短 期 回 数 券・初 心 者 特 別 割 引 会員は5 , 0 0 0円分。グローバルアリーナテニスショップでのみ使 用 可。
子どもたちの運 動をつかさどる神 経 系 が 発 達する
大 事な時 期は、３ 才 から1 2 才 頃です。
特 に３ 才 から1 0 才 の 時 期 は 、様々な 遊 びを体 験
することにより運動能力を身に着ける事が必要です。
テニスは、ボールという道具をラケットという道具を
使って遊ぶもので 総合的な運動能力を身に付ける
のに最 適なスポーツです。
テニスを始めませんか？

通 常 料 金 ２ヶ月８ 回 ￥ 2 0 , 5 2 0 が ￥1 0 , 8 0 0！！
初 心 者 特 別 割 引クラス開 講

悠々クラスの方は￥2 , 1 6 0 の割 引き有り！！

悠々クラス（6 5 歳 以上）割 引
料 金 ２ヶ月８ 回 ￥8 , 6 4 0 ／ 対 象：年 中さん～ 中 学 ３ 年 生

キッズ＆ジュニアクラスも充 実！無 料 体 験 受 付 中！
レンタルラケット・シューズ無料貸し出し致します。

（5） 平成26年10月15日 No.278むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報・報道担当☎0940（36）1055まで

き
の
本
殿
・
拝
殿
は
、
ま
た
一

味
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
本
殿
は
、
大
正
11
年

ま
で
本
殿
周
囲
を
「
霜
除
け
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
覆
っ
て
い

て
、
現
在
、
私
た
ち
が
知
っ
て

い
る
本
殿
と
は
若
干
異
な
る
姿

を
し
て
い
ま
し
た
。

42
年
ぶ
り
の
修
理　

　
「
平
成
ノ
大
造
営
」

　
今
回
の
修
理
は
、
昭
和
46
年

の
修
理
か
ら
42
年
ぶ
り
に
、
平

成
25
年
度
か
ら
２
カ
年
計
画
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。内
容
は
、

経
年
劣
化
で
の
屋
根
の
ふ
き
替

え
と
、
漆
塗
り
、
丹
塗
り
な
ど

黒
々
と
光
る
瓦
ぶ
き
の
時
代
も

あ
り
ま
し
た
。
拝
殿
は
、
造
営

時
か
ら
瓦
ぶ
き
で
し
た
。
瓦
ぶ

使
え
る
も
の
は
後

世
へ
残
し
ま
す
。

交
換
部
材
に
は
年

代
が
刻
印
さ
れ
、

い
つ
、
交
換
し
た

部
材
な
の
か
、
一

目
で
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、

造
営
か
ら
現
在
ま

で
、
度
重
な
る
修

理
が
実
施
さ
れ
、

時
代
に
よ
っ
て
、

本
殿
・
拝
殿
は
、

微
妙
に
そ
の
姿
を

変
え
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
２
棟
の
木
造
建
築
物

は
杮
（
こ
け
ら
）
ぶ
き
で
す
が
、

現
在
の
姿
は　
　
　

　

修
理
の
た
ま
も
の

　
築
４
０
０
年
を
越
え
る
木
造

建
築
物
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
幾
度
に

わ
た
る
修
理
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
現
在
ま
で
姿
を
留
め
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
記
録
で
は
、
少
な
く
と
も
本

学びの里

　宗像ユリックスで９月

７日、いせきんぐ宗像シ

ンポジウムが開催されま

した。

　これは、田熊石畑遺跡

公園（通称いせきんぐ宗

像）のオープンに先駆け

たPR事業として開かれ

たものです。会場には、

多くの人が訪れ、重要な

遺跡として注目されてい

ることが分かりました。

　招かれた考古学の先生たちは、「ムナカタ国」の存在や、邪馬台

国の位置について話していました。宗像は、朝鮮半島から近い位置

にあるので、新しい文化や国同士の交流が盛んだったと考えられて

います。まだ、調べることはたくさんありますが、さまざまな証拠

品から歴史を考えるのは興味深いことではないでしょうか。今後も、

調査で新たな発見があるとうれしいですね。

（インターンシップ・樋口実咲）　

＊今回の取材は、秘書政策課広報・報道担当で２週間、インターンシッ
プとして実習に励んだ樋口実咲さん（福岡教育大学３年生）が担当し
ました

■問い合わせ先　秘書政策課広報・報道担当　☎（36）１０５５

築
４
０
０
年
の
歴
史
を

持
つ
木
造
建
築
物　
　

　
宗
像
大
社
辺
津
宮
本
殿
・
拝

殿
は
、
い
ず
れ
も
築
４
０
０
年

を
越
え
る
木
造
建
築
物
で
す
。

本
殿
は
棟
札
（
む
な
ふ
だ
）
か

ら
、
天
正
６
（
１
５
７
８
）
年

に
大
宮
司
宗
像
氏
貞
が
再
建
し

た
こ
と
が
分
か
り
、
拝
殿
は
天

正
18
（
１
５
９
０
）
年
に
小
早

川
隆
景
（
た
か
か
げ
）
が
再
建

し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
２
棟
の
木
造
建
築
物

は
、
４
０
０
年
も
の
間
、
風
雨

に
耐
え
、
火
災
を
免
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

木
造
建
築
物
は
、
建
築
史
上
重

要
で
価
値
の
あ
る
も
の
と
し

て
、
明
治
40
年
５
月
27
日
に
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

殿
は
40

回
、
拝
殿

は
28
回
修

理
が
実
施

さ
れ
て
い

ま
す
。
明

治
時
代
以
降
は
、
明
治
12
（
１

８
７
９
）
年
、
大
正
11
（
１
９

２
２
）年
、昭
和
46（
１
９
７
１
）

年
と
、
約
半
世
紀
お
き
に
修
理

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容

は
主
に
、
屋
根
の
ふ
き
替
え
や

解
体
修
理
な
ど
で
、
昭
和
44
年

か
ら
同
46
年
に
か

け
て
実
施
さ
れ
た

修
理
で
は
、
白
ア

リ
に
よ
る
被
害
が

大
き
か
っ
た
た

め
、
建
物
を
解
体

し
て
の
修
理
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
理
の
基
本
的

な
考
え
方
は
、「
劣

化
に
よ
っ
て
強
度

を
保
て
な
く
な
っ

た
部
材
を
交
換
す

る
」
こ
と
で
す
。

　

約
40
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
重
要
文
化
財

宗
像
大
社
辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
の
保
存
修
理
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
と
、
知
ら
れ
ざ
る
職
人
の
技
を
、

２
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
１
回
目
は
、
建
物

の
歴
史
と
修
理
記
録
に
つ
い
て
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

郷
土
文
化
交
流
課　

☎
（
62
）
２
６
０
０

第43回

宗
像
大
社
の

保
存
と
修
復

交換時期が刻印された部材

「霜除け」のある大正時代の宗像大社辺津宮本殿

歴史を
学んだ

！いせきんぐ宗像
シンポジウム
いせきんぐ宗像
シンポジウム

の
塗
装
修
理
と
、
腐
朽
部
材
の

交
換
で
す
。
現
在
は
、
修
理
最

終
段
階
に
入
っ
て
い
て
、
年
内

に
は
終
了
予
定
で
す
。
新
年
の

初
詣
に
は
、
修
理
を
終
え
た
本

殿
・
拝
殿
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
社
寺
修
理
に
は
、
屋
根
を
ふ

く
、
建
築
部
材
を
加
工
す
る
、

塗
る
、
飾
り
加
工
す
る
な
ど
、

多
く
の
技
術
と
職
人
の
技
が
必

要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
技
は
、

文
化
財
修
理
で
受
け
継
が
れ
る

伝
統
的
な
も
の
で
、
繊
細
さ
と

美
し
さ
に
驚
き
を
覚
え
ま
す
。

　
次
回
は
、
そ
の
よ
う
な
職
人

た
ち
の
技
を
紹
介
し
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
山
田
広
幸
）

邪馬台国について熱く語る
海の道むなかた館の西谷正館長


